
 
 
 

知恵絞り 
地球に恩を 

返そうよ 
 
 
 

兵庫県西宮市 52歳 
青木 武志

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

今まで我々は地球の恵みを享受してきたので、それそろ本気で恩返しのためにそれを継続で
きる術を考える時期です。それが兵器を作るより大事なことです。 



 
 
 

エコバック 
その名の通り 

エコですよ 
 
 
 

北海道余市郡仁木町 小学５年 
赤石 彩羽

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

エコバックは使うことでビニール袋の使用が減り、誰でもできるエコです。エコバック以外にもエコ
なモノはたくさんあるのに、「エコ」と名のついていないモノがあるなかで、エコバックは「エコ」とつ
いていることがおもしろいと思ったから、この川柳を作りました。 



 
 
 

気が付くと 
自然や生き物  

消えている 
 
 
 

神奈川県逗子市 小学５年 
足立 楓実

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

 



 
 
 

SDGs 
夏の酷暑で 

我が事に 
 
 
 

埼玉県戸田市 56歳 
稲垣 泰彦

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

地球がこれだけ暑くなると、脱炭素化が必要とますます思ってしまいます。 



 
 
 

夏暑すぎ 
休んだ蚊が 

秋に舞う 
 
 
 

神奈川県三浦市 49歳 
内海 由貴子

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

地球温暖化の影響で猛暑が続き、生き物たちの行動にも変化が出ています。蚊もそのひと
つで、病気を運ぶリスクが高まっています。みんなが健康に暮らせるよう、地球環境を大切に
し、一人ひとりができることから行動していくことが大切です。エネルギーの使い方を見直した
り、ゴミを減らしたり、自然を守ることで、持続可能な社会をつくっていきたいと思います。 



 
 
 

あつくなる 
そのせいかつを 

みなおそう 
 
 
 

神奈川県逗子市 小学５年 
海野 紬

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

 



 
 
 

さあどうする 
クマも酷暑も 

待ったなし 
 
 
 

滋賀県守山市 67歳 
太田 ひとみ

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

「温帯の日本」とはもはやもう過去の話。四季がニ季になりつつある状況。人と動物の境界
線もぼやけつつある憂える日本。問題山積。 



 
 
 

世界中  
海面上昇  

対策を 
 
 
 

神奈川県逗子市 小学５年 
小畑 沙月

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

世界中、地球温暖化しているから。 



 
 
 

良い空気  
カーボンニュートラル 

すってはく 
 
 
 

神奈川県横浜市 小学４年 
片桐 唯登

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

学校でカーボンニュートラルについて勉強し、この取り組みが進むといいなと思いました。 



 
 
 

CO2 
へらして守る 
地球の未来  

 
 
 

神奈川県逗子市 小学５年 
河合 安茉祢

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

 



 
 
 

滑り台  
尻に火がつく 

温暖化  
 
 
 

神奈川県三浦郡葉山町 44歳 
川嶋 圭司

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

子が夏に滑り台で遊びましたが、尻が火傷しそうなほど熱くなっていました。夏の暑さが増し、
温暖化が加速して進んでいる様子を掛けました。 



 
 
 

ガスつかう 
きおんたかまる 

まもりぬく 
 
 
 

神奈川県逗子市 小学５年 
小林 春喜

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

気温がどんどんあがっていくのをくらしやすくするためまもりぬく 



 
 
 

我慢強い 
自然もいつか 

大爆発  
 
 
 

石川県金沢市 61歳 
坂 秀明

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

地上では、傲慢で愚かな人間が戦争やミサイル実験、原発事故等々を繰り返し行い、都
度自然が破壊されながらも再生して来た。が、愈々それも限界となり地球規模の異常気象
が発生しております。その警告と戒めに訴求した一句です。 



 
 
 

温暖化  
みんなの地球  

守ろうよ 
 
 
 

神奈川県逗子市 小学５年 
酒井 佑咲

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

 



 
 
 

変えようよ 
未来の空気も 

君と僕も 
 
 
 

青森県黒石市 高校２年 
佐藤 瑞姫

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

この川柳は、「未来のために、自分たちが変わっていこう」という気持ちを伝えています。「変え
ようよ」という言葉は、環境のことを他人任せにしないで、自分から積極的に行動しようという
呼びかけです。「未来の空気も」は、私たちがこれからも安心して息ができるように、きれいな
空気を守りたいという思いを表しています。そして「君と僕も」というのは、環境問題は自分だ
けの問題じゃなくて、みんなで一緒に考え、協力しなければいけない大切なことだよ、というメ
ッセージです。この川柳は、私たち一人ひとりが未来を作っていくんだという希望と決意をシン
プルに、でも力強く伝えています。 



 
 
 

捨てぬ愛  
想う未来に 

いのち宿る 
 
 
 

神奈川県鎌倉市 35歳 
嶋添 心悟

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

様々な価値観や基盤が揺らぐ今、個人だけではなく、企業活動としても今後どれだけ強く
「未来」を想う気持ちが持てるのかが大切になってくるのではないかと思います。 



 
 
 

終わりの日 
ただの火曜にするために 
みんなで協力がんばろう 

 
 
 

神奈川県逗子市 小学５年 
清水 律歩

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

人間がもっと長くつづきますように。 



 
 
 

地球にも 
持たせてあげたい 

ハンディファン 
 
 
 

東京都練馬区 49歳 
陳野 奈美子

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

猛暑が続いた今年の夏は、人間だけでなく動物やすべての生き物にとって過酷な季節だった
と思います。 それは地球自身も同じで、温暖化の影響によって苦しんでいるように感じま
す。 この川柳には、そんな地球の声に耳を傾け、私たち一人ひとりが温暖化対策に取り組
んでいかなくてはという思いを込めました。 人も企業も、できることから少しずつ行動すること
で、地球が「ふぅ～、涼しい～」とひと息つけるような未来を目指したいです。 



 
 
 

夏長く 
春秋ものの 

服いらず 
 
 
 

神奈川県横浜市 47歳 
杉浦 加奈子

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

温暖化によって季節の変わり目がなくなり、春と秋をほとんど感じられなくなっている現状を、
衣替えという日常の出来事から気候変動の問題として表現しました。 



 
 
 

ポイ捨てを 
する人たちの 

気持ちなに 
 
 
 

神奈川県藤沢市 小学４年 
杉山 悠

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

地球の温暖化を少しでも減らすためには、海をきれいにすることもとても大切だと思います。
海にゴミがたくさんあると、魚やカメなどの生き物が苦しんでしまい、海の環境もどんどん悪くなっ
てしまいます。そんなことにならないように、私たち一人ひとりができることを考えることが大事で
す。まずは、ポイ捨てをやめることから始めてみませんか︖小さな行動でも、みんなが気をつけ
れば、きっと大きな力になるはずです︕ 



 
 
 

動物が 
なんもしないと 

いなくなる 
 
 
 

神奈川県逗子市 小学５年 
鈴木 寿一

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

なにもしないとどうぶつがいなくなるから。 



 
 
 

おんだんか 
いまのままだと 

なくならない 
 
 
 

神奈川県逗子市 小学５年 
髙橋 煌己

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

ちきゅうおんだんかはこのままではなくならない。 



 
 
 

改良で 
暑さに勝った 

新米香  
 
 
 

埼玉県川口市 48歳 
高橋 民希

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

今年も酷暑で農作物に甚大な影響を与えましたが、品種改良の技術が食卓を守ってくれて
いることに畏敬の念を抱きます。 



 
 
 

金木犀  
今年はいつまで 

香るかな 
 
 
 

神奈川県三浦郡葉山町 44歳 
高宮 史子

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

だんだん秋が短くなる昨今、金木犀の香りがするとホッとします。できるだけ長く香りを感じてい
たいなと思っています。 



 
 
 

熊被害  
怖し防ごう 

温暖化  
 
 
 

神奈川県横浜市 64歳 
田中 和美

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

熊の冬眠前の食料不足は、地球温暖化に関係しているだろう。いずれ私たち含めて食料が
なくなると思うと、それも恐怖。 



 
 
 

エコバッグ 
買い物行くとき 
もっていこう︕ 

 
 
 

神奈川県逗子市 小学５年 
徳本 美春

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

地球の未来のために、自分たちでできることをやってほしいから。 



 
 
 

おんだんか 
何もしないと 

ふっとうか 
 
 
 

神奈川県逗子市 小学５年 
永岡 勇人

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

今はまだ温だんかだが、それ以上悪化してしまうとふっとう化になってしまい、生きものの命が
危ないというおもい。 



 
 
 

もみじたち 
紅くなる前に 

枯れ落ちる 
 
 
 

神奈川県逗子市 小学５年 
中田 和哉

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

普通、秋に紅葉は葉がきれいな赤色になるのに、夏が暑すぎて枯れてしまうかもしれないか
ら、日本の美しい紅葉の景色を守らないといけないと思って書きました。 



 
 
 

南風に 
吹かれ上下架  

まだ夏だ 
 
 
 

神奈川県逗子市 24歳 
永田 太郎

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

10月を過ぎてもなお、サーマルウィンドが吹き暖かい風を送り込んでくれます。お客様はマリン
ライフを楽しむ為の準備を整えて、笑顔で船が海に降りるところを輝く眼差しで見つめていま
す。しかし、季節は以前であれば“秋”。長袖長ズボンが相応しい季節でした。お客様がいら
っしゃることは大変ありがたいことですが、四季のバランスが徐々に崩れていっていることを肌で
感じ、不安も覚えます。 



 
 
 

温暖化  
協力する木  

しない人  
 
 
 

神奈川県逗子市 小学５年 
中村 ひなた

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

 



 
 
 

発熱の 
地球へ緑の 

恩返し 
 
 
 

滋賀県大津市 73歳 
西村 芳和

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

最近の地球温暖化は、いまや沸騰化と言われています。地球が発熱してその症状を訴えて
いるといっても過言ではありません。一日も早くこの状況に、何らかの対策が必要です。そんな
思いを、この句に込めました。 



 
 
 

雪不足  
スキーができない 

悲しいな 
 
 
 

神奈川県逗子市 小学５年 
橋本 幸史朗

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

暖冬で雪がふらなくなってスキーができないのが悲しい。 



 
 
 

地球から 
SOS だ 

温暖化  
 
 
 

神奈川県逗子市 小学５年 
橋本 珠々奈

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

地球温暖化は、「地球に異変がおきているよ︕」という地球からの SOS だと感じました。この
川柳をよんで、地球が今大変だという危機感を感じてもらいたいです。 



 
 
 

美しい 
日本の四季を 

ただ願う 
 
 
 

愛知県名古屋市 71歳 
幅 茂

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

長い夏、短い春と秋。ニッポンが 二季の国には ならぬよう。 



 
 
 

放置した 
森林の危機  

熊がテロ 
 
 
 

東京都大田区 67歳 
土生 洋子

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

最近、野生の熊が毎日街に現れて人やペットや家畜を襲ったり、果実を食い荒らしたりして
います。山の木の実が不作のせいだといわれています。それは地球の温暖化による天候不順
や、人が里山や森林の手入れを怠ったせいでもあると思います。早急に対策をしないと、人
にとっても熊にとっても不幸が続くと思います。 



 
 
 

世界中  
気候変動  

ごううくる 
 
 
 

神奈川県逗子市 小学５年 
濵部 杏寿

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

 



 
 
 

お出かけは 
車使わず 

チャリの旅  
 
 
 

大阪府泉佐野市 42歳 
古塩 寛

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

無理をせずに楽しく SDGs に貢献したいと思って、普段実践している事を作品にしました。 



 
 
 

海の声  
聴けば未来は 

変えられる 
 
 
 

神奈川県逗子市 55歳 
穂坂 さおり

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

酷暑の夏、ゲリラ豪雨などの異常気象などの形で私たちに危機を訴えています。自然の小さ
なサインを受け止め、皆で行動を積み重ねていけば未来が良い方向へ変わるという希望を
込めました。 



 
 
 

みんなでね 
地球温暖化  

大切だ 
 
 
 

神奈川県逗子市 小学５年 
水落 晴大

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

今温度があがりつづけているから、そこを守るという思い。 



 
 
 

地球にも 
明日があると 

信じたい 
 
 
 

宮城県仙台市 61歳 
八巻 孝之

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

この句の特徴は、最初の五音「地球にも」です。これは、日々私たちが「明日の予定」や「未
来の夢」を語るのと同じように、地球にも“未来がある”と仮定してみる視点です。地球は私た
ちの住処でありながら、その存在を当然視し、消費の対象としてきました。この句では、地球
そのものが未来を持つ「ひとつのいのち」であるかのように扱うことで、受け手にハッとさせるよう
な意識の転換を促しています。 



 
 
 

地球沸騰  
SDGs は 

生存条件  
 
 
 

東京都目黒区 51歳 
山舘 敬之介

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

「地球沸騰」と呼ばれるほど、近年の暑さはすさまじい。私たちの未来は危ういと感じる。若
者世代も、未来が心配で、子どもを持つことを考え直す可能性さえある。これだけの危機に
直面しているのに、世界では紛争が絶えず、温暖化対策に後ろ向きのリーダーさえいる。この
川柳では、SDGs を掲げ、クリアすることは、人間の生存条件であると強く訴えたかった。 



 
 
 

ペーパーレス 
守る地球の 

深呼吸  
 
 
 

神奈川県横須賀市 37歳 
吉田 亜紀子

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

紙を減らす日々の取り組みが環境への負荷を減らし、 持続可能な社会に貢献できること
を表現しました。日常の小さな取り組みでも、未来の海を、未来の地球を守る力になること
を伝えたく、この一句にしました。 



 
 
 

守ろうぜ 
気候変動  

具体的  
 
 
 

神奈川県逗子市 小学５年 
𠮷𠮷原 凜

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

 



 
 
 

ポイすてを 
減らせばみんな 

笑顔だね♡ 
 
 
 

神奈川県逗子市 小学５年 
渡部 陽世里 

作品について（説明や思いを自由にご記入ください） 

世界にはポイすてをして困っている人がいます。だから、ポイすてをなくして、だれかが少しでも
笑顔になれますようにという想いを込めました!! 


